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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 12,766 △16.9 △1,304 ― △1,181 ― △1,241 ―
23年12月期第2四半期 15,365 △13.6 △403 ― △452 ― △618 ―

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 △1,299百万円 （―％） 23年12月期第2四半期 △542百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 △10.71 ―
23年12月期第2四半期 △5.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第2四半期 23,828 10,915 43.3 88.91
23年12月期 24,404 12,484 49.0 103.18
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  10,312百万円 23年12月期  11,950百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
24年12月期 ― 0.00
24年12月期（予想） ― 3.00 3.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,700 △9.9 650 △57.3 580 △38.3 200 △70.8 1.73



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、［添付資料］Ｐ．３ 「２. （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品 
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通しや将来の予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであります。実際の業績等はさまざ 
まな要因により、大きく異なる可能性があります。 
（詳細は、［添付資料］Ｐ．３ 「１. （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。） 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 115,981,690 株 23年12月期 115,821,690 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q ― 株 23年12月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 115,934,162 株 23年12月期2Q 118,907,123 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日～６月30日）における世界経済は、欧州での金融不安や米国

の景気回復遅れに加えて中国をはじめとする新興国経済の成長鈍化などから、先行き不透明な状況で推移しまし

た。国内においても、長引く円高や不安定な世界経済動向への懸念などから、今後の見通しについては、依然と

して不確実性を残しています。 

このような環境の下、当社グループは、ソリューション営業の強化と、製品ラインナップや付加価値サービ

スの拡充を推進してまいりました。また、将来にわたるグローバルビジネスの拡張と経営効率の向上に向けて、

グループ全社でのインフラ整備や海外拠点間での営業やサポートの連携などグローバルオペレーションを強化し

ております。こうした取り組みの一方で、企業の設備投資の規模を縮小する動きが依然として続いており、当社

グループでの受注件数は増加しているものの、案件規模は縮小傾向が見られました。これにより、当第２四半期

連結累計期間における連結売上高は127億66百万円（前年同期比16.9％減）となりました。 
  

地域別では、日本は全国25都市をまわる「RoadShow2012」や、自治体向けのセミナーを開催し、クラウド環

境へのソリューションをテーマに、エンドユーザーや販売代理店向けに企業・製品ブランドの訴求に努めてまい

りました。このような取り組みの結果、ソリューション販売が好調に推移し医療市場の受注は引き続き増加した

一方で、文教市場や製造業への販売が振るわず、全体として受注総額は下がり前年同期と比較し売上高は大幅に

減少しました。 

米州では、州政府向けの販売が増加した一方で、前年度売上を大きく押し上げた小売業やISP向けの大型案件

分が減少し、売上高は前年同期と比べ大きく減少しました。 

EMEA（ヨーロッパ、中東及びアフリカ）では、北欧におけるエネルギー関連企業の受注が増加した一方で、

欧州の景気低迷を背景に、当社グループのスペイン、フランスを始めとした欧州全域において販売不振となり、

前年同期と比較し売上高は減少しました。 

アジア・オセアニアにおいては、中国や韓国での販売が減少したものの、ニュージーランドにおける学校ネ

ットワークプロジェクトやマレーシアの大手通信事業者によるネットワーク機器更新といった継続案件が受注拡

大となり売上高はほぼ前年並みとなりました。 
  

利益面では、高収益品の出荷増があるものの、売上高の減少に伴う売上総利益の縮小により営業損失は13億

４百万円（前年同期は営業損失４億３百万円）となりました。また、前期末より円安となったことから為替差益

として１億53百万円計上したことなどにより、経常損失は11億81百万円（前年同期は経常損失４億52百万円）と

なり、四半期純損失は12億41百万円（前年同期は四半期純損失６億18百万円）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は180億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億４百万

円減少いたしました。これは主に現金及び預金が10億82百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が27億89百

万 円減少したことによるものであります。固定資産は57億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億28百

万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が10億15百万円増加したことによるものであります。この結

果、総資産は238億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億76百万円減少いたしました。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は91億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億77百万

円増加いたしました。これは主に短期借入金が２億31百万円減少した一方で、１年内返済予定の長期借入金が３

億86百万円、未払費用が５億59百万円、前受収益が２億14百万円増加したことによるものであります。固定負債

は37億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ83百万円減少いたしました。この結果、負債合計は129億13百

万円となり、前連結会計年度末に比べ９億93百万円増加いたしました。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は109億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億69百

万円減少いたしました。これは主に四半期純損失12億41百万円、剰余金の配当３億47百万円によるものでありま

す。この結果、自己資本比率は43.3%（前連結会計年度末は49.0％）となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は67億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ10

億82百万円増加いたしました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは26億19百万円の収入となり、前第２四半期連結累計期間に比べ、18億

70百万円増加いたしました。これは主に税金等調整前四半期純損失が増加し、仕入債務の増加額が減少した一方

で、売上債権の減少額が増加し、法人税等の支払額が減少したことによるものであります。 

   (投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは13億24百万円の支出となり、前第２四半期連結累計期間に比べ、11億

22百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産の取得による支出の増加によるものであります。    

    (財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは２億77百万円の支出となり、前第２四半期連結累計期間に比べ、４億

84百万円減少いたしました。これは主に長期借入れによる収入が減少した一方で、自己株式の取得による支出が

減少したことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当期の業績予想に関する事項につきましては、平成24年８月７日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第２四半期連結会計期間より、Allied Telesis Network Solutions, Sociedad de Responsabilidad  

Limitada de Capital Variableを新たに設立したため、連結の範囲に含めております。      

    

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22

年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成

22年６月30日）を適用しております。 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストッ

ク・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの

公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 

 なお、これによる影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。 

  

（たな卸資産の評価方法の変更） 

たな卸資産の評価方法については、従来、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、前第３四半期連結会計期間より、主として移動平

均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

そのため、前第２四半期と当第２四半期に適用した四半期連結財務諸表の会計方針に相違が生じております。 

なお、前第２四半期の四半期連結財務諸表を、変更後の会計方針を適用した場合における損益に与える影響

額は軽微であります。   

   

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,704,517 6,787,113

受取手形及び売掛金 8,694,764 5,905,155

商品及び製品 3,151,391 3,434,844

仕掛品 170,982 221,559

原材料及び貯蔵品 523,088 640,661

前払費用 771,014 690,081

その他 772,153 627,150

貸倒引当金 △251,332 △274,399

流動資産合計 19,536,580 18,032,166

固定資産   

有形固定資産 2,132,124 3,147,704

無形固定資産   

その他 1,133,625 1,100,567

無形固定資産合計 1,133,625 1,100,567

投資その他の資産   

その他 1,620,046 1,565,330

貸倒引当金 △17,791 △17,401

投資その他の資産合計 1,602,254 1,547,928

固定資産合計 4,868,004 5,796,199

資産合計 24,404,584 23,828,366

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,586,863 1,728,203

短期借入金 331,079 100,000

1年内返済予定の長期借入金 1,289,596 1,676,155

1年内償還予定の社債 80,000 －

未払費用 1,039,948 1,599,755

未払金 705,195 736,830

未払法人税等 118,479 98,069

賞与引当金 320,344 377,273

前受収益 2,235,981 2,450,092

その他 376,451 394,946

流動負債合計 8,083,940 9,161,326

固定負債   

長期借入金 1,898,444 1,872,686

退職給付引当金 684,875 707,442

その他 1,252,376 1,171,736

固定負債合計 3,835,696 3,751,865

負債合計 11,919,636 12,913,191
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,847,403 9,852,078

資本剰余金 39,728 44,403

利益剰余金 530,312 △1,058,549

自己株式 － △4

株主資本合計 10,417,444 8,837,928

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 27 △233

繰延ヘッジ損益 123 △3,327

為替換算調整勘定 1,532,413 1,477,825

その他の包括利益累計額合計 1,532,564 1,474,264

新株予約権 534,938 602,982

純資産合計 12,484,948 10,915,174

負債純資産合計 24,404,584 23,828,366
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年６月30日) 

売上高 15,365,201 12,766,067

売上原価 6,079,645 4,704,399

売上総利益 9,285,556 8,061,667

販売費及び一般管理費 9,689,308 9,365,989

営業損失（△） △403,752 △1,304,321

営業外収益   

受取利息 8,002 5,757

受取配当金 75 4,056

持分法による投資利益 － 203

為替差益 － 153,083

その他 10,139 13,650

営業外収益合計 18,216 176,752

営業外費用   

支払利息 48,889 50,846

持分法による投資損失 420 －

為替差損 6,275 －

その他 11,002 3,328

営業外費用合計 66,588 54,174

経常損失（△） △452,124 △1,181,744

特別利益   

固定資産売却益 80 －

新株予約権戻入益 838 9,652

特別利益合計 919 9,652

特別損失   

固定資産売却損 102 37

固定資産除却損 1,406 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19,162 －

特別損失合計 20,672 37

税金等調整前四半期純損失（△） △471,877 △1,172,129

法人税、住民税及び事業税 142,755 91,778

法人税等調整額 4,012 △22,510

法人税等合計 146,767 69,267

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △618,644 △1,241,397

四半期純損失（△） △618,644 △1,241,397
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △618,644 △1,241,397

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 544 △260

繰延ヘッジ損益 △2,545 △3,451

為替換算調整勘定 78,407 △54,588

その他の包括利益合計 76,405 △58,300

四半期包括利益 △542,238 △1,299,698

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △542,238 △1,299,698

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △471,877 △1,172,129

減価償却費 304,249 362,948

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,200 18,138

賞与引当金の増減額（△は減少） 148,651 54,456

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,084 23,670

受取利息及び受取配当金 △8,077 △9,814

支払利息 48,889 50,846

為替差損益（△は益） 30,143 △201,624

持分法による投資損益（△は益） 420 △203

固定資産売却損益（△は益） 22 37

固定資産除却損 1,406 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19,162 －

未払費用の増減額（△は減少） 269,251 550,995

売上債権の増減額（△は増加） 728,645 2,825,152

たな卸資産の増減額（△は増加） △605,814 △411,579

仕入債務の増減額（△は減少） 690,131 123,593

前受収益の増減額（△は減少） 262,915 210,283

その他 △140,275 169,695

小計 1,298,130 2,594,467

利息及び配当金の受取額 8,068 9,814

利息の支払額 △50,213 △42,904

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △506,792 67,749

事業再編による支出 △303 △10,034

営業活動によるキャッシュ・フロー 748,889 2,619,090

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △196,887 △1,212,802

有形固定資産の売却による収入 242 52

無形固定資産の取得による支出 △143,016 △158,677

投資有価証券の取得による支出 △299 △330

定期預金の純増減額（△は増加） 100,000 －

貸付金の回収による収入 27,660 54,930

敷金及び保証金の差入による支出 △8,442 △19,144

その他 18,710 11,792

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,032 △1,324,179
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 

 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △664,768 △232,554

長期借入れによる収入 1,600,000 1,019,409

長期借入金の返済による支出 △388,031 △632,298

社債の償還による支出 △84,000 △80,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,070 5,760

自己株式の取得による支出 △984,737 △4

配当金の支払額 △236,412 △342,960

その他 △15,923 △15,302

財務活動によるキャッシュ・フロー △762,803 △277,950

現金及び現金同等物に係る換算差額 55,321 65,635

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160,625 1,082,596

現金及び現金同等物の期首残高 6,190,272 5,704,517

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,029,647 6,787,113
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 該当事項はありません。  

   

 該当事項はありません。  

   

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日）        (単位：千円） 

 (注）１．ヨーロッパ、中東及びアフリカ。 

   ２．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去47,166千円及びセグメント間取引に係るたな卸資産

の調整額等19,060千円が含まれております。  

   ３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。  
  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日）        (単位：千円） 

 (注）１．ヨーロッパ、中東及びアフリカ。 

   ２．セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去23,732千円及びセグメント間取引に係るたな卸

資産の調整額等1,756千円が含まれております。  

   ３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。  

  

   (重要な資産の取得について） 

      平成24年８月７日開催の当社取締役会において、土地の取得について決議いたしました。 

     ①目的 

       グローバル研修センター設立のため。  

     ②取得資産の内容 

       所在地   京都市左京区岡崎 

       取得資産   土地 

       敷地面積  1,401.40坪 

       取得価額  1,680百万円（税込） 

     ③取得時期 

       平成25年３月末日迄に取得。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  
  

 
報告セグメント 

    
 調整額(注)２ 

  

 
  

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア 計

売上高                                      

(1) 外部顧客への売上高  8,189,506  3,158,686  2,994,049  1,022,959  15,365,201   －  15,365,201

(2) セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 385,256  129,910  39,148  4,246,404  4,800,719  (4,800,719)   －

計  8,574,763  3,288,596  3,033,197  5,269,363  20,165,921  (4,800,719)  15,365,201

セグメント利益又は損失(△)  △577,112  △45,231  53,093  99,269  △469,980  66,227  △403,752

  
  

 
報告セグメント 

    
 調整額(注)２ 

  

 
  

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア 計

売上高                                      

(1) 外部顧客への売上高  6,975,613  2,354,130  2,485,139  951,184  12,766,067   －  12,766,067

(2) セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 293,070  77,705  12,651  3,668,601  4,052,029  (4,052,029)   －

計  7,268,683  2,431,835  2,497,791  4,619,785  16,818,096  (4,052,029)  12,766,067

セグメント利益又は損失(△)  △1,162,112  40,846  △152,647  △55,896  △1,329,810  25,488  △1,304,321

（７）重要な後発事象

アライドテレシスホールディングス(株) (6835) 平成24年12月期 第２四半期 決算短信

- 10 -




